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岩
井
清
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

災
害
時
、
市
民
に
必
要
な
情

報
を
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
の
市
川
エ

フ
エ
ム
を
使
っ
て
市
民
に
伝
達

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

放
送
し
て
い
る
こ
と
を
市
民
が

知
ら
な
け
れ
ば
情
報
伝
達
は
で

き
な
い
。
市
民
周
知
の
方
法
と

し
て
、
防
災
無
線
の
活
用
を
以

前
質
問
し
た
が
、
検
討
す
る
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う

防
災
無
線
活
用
し
放
送
の
周
知
を

緊
急
時
は
最
大
音
量
で
必
要
情
報
流
す

ＦＭラジオ局の災害情報

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

防
災
無
線
は
市
内
１
８
５

カ
所
に
整
備
し
て
お
り
、
緊
急

時
に
は
事
前
に
決
め
た
チ
ャ
イ

ム
音
を
流
し
た
後
、
最
大
音
量

で
必
要
な
情
報
を
放
送
す
る
。

　

緊
急
情
報
放
送
に
つ
い
て
も
、

市
川
エ
フ
エ
ム
で
放
送
し
て
い

る
こ
と
を
市
民
に
知
ら
せ
る
他
、

市
民
が
混
乱
し
な
い
よ
う
、
あ

ら
ゆ
る
伝
達
手
段
を
活
用
す
る
。

松
井
　

努
議
員
（
緑
風
会
）

　

広
尾
防
災
公
園
近
く
に
緊
急

用
船
着
場
が
建
設
さ
れ
る
と
聞

く
。
旧
行
徳
橋
が
老
朽
化
し
、

地
震
な
ど
有
事
の
際
の
使
用
が

危
ぶ
ま
れ
る
中
、
地
元
の
住
民

に
と
っ
て
は
非
常
に
心
強
い
限

り
で
あ
る
。

　

船
着
場
建
設
計
画
に
つ
い
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
と
最
終
的
な

施
設
の
規
模
を
問
う
。

緊
急
船
着
場
計
画
の
進
捗
状
況
は

21 
年
１
月
か
ら
盛
り
土
工
事
を
開
始

旧江戸川船着場計画

答
　

地
域
の
防
災
性
向
上
を
目

的
と
し
て
千
葉
県
が
整
備
す
る

も
の
で
、
平
成
21
年
１
月
下
旬

頃
か
ら
一
部
の
盛
り
土
工
事
を

実
施
し
、
23
年
度
の
完
成
を
予

定
し
て
い
る
。

　

船
着
場
の
規
模
は
延
長
約
70

ｍ
で
、
護
岸
か
ら
川
側
15
ｍ
の

範
囲
を
埋
め
立
て
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
接
岸
可
能
な
船
は

全
長
約
30
ｍ
ま
で
で
あ
る
。

宮
本
　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

本
市
の
危
機
管
理
体
制
に
つ

い
て
は
、
お
お
む
ね
良
く
出
来

上
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
近

隣
の
東
京
都
や
横
浜
市
に
比
べ

る
と
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点

が
あ
る
。
今
後
、
危
機
管
理
体

制
を
よ
り
一
層
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
施
策
を
し
て
い
く
の
か
。

答
　

災
害
対
応
を
迅
速
・
的
確

実
効
性
向
上
の
た
め
の
施
策
ど
の
よ
う
に

平
時
か
ら
災
害
想
定
し
訓
練
等
を
実
施

危機管理体制

に
推
進
し
、
市
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
は

行
政
の
最
大
の
任
務
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
全

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
当
た
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
と

も
、
平
時
か
ら
地
震
な
ど
の
災

害
を
想
定
し
、
訓
練
や
研
修
を

通
じ
て
、
職
員
の
災
害
対
応
ス

キ
ル
を
向
上
さ
せ
、
危
機
管
理

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

大
場
　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

子
供
の
登
下
校
時
の
安
全
確

保
に
は
、
学
校
を
取
り
巻
く
地

域
力
が
重
要
で
あ
る
が
、
自
治

会
や
子
ど
も
会
に
防
犯
対
策
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
事
業
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
が
進
め

て
い
る
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
の
本
市
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
進
捗
状
況
は

21 
年
度
実
施
の
意
向
を
県
に
伝
え
て
い
る

子供の安全対策

答
　

本
市
で
は
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
事
業
を
平
成
21
年

度
に
実
施
す
る
意
向
を
県
に
伝

え
て
お
り
、
人
材
の
紹
介
を
県

警
に
要
請
す
る
と
共
に
、
退
職

教
員
の
活
用
も
考
え
て
い
る
。

　

子
供
の
安
全
を
地
域
で
支
援

す
る
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

は
、
20
年
度
に
37
小
中
学
校
区

で
研
修
会
等
を
開
催
す
る
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

稲
葉
健
二
議
員
（
緑
風
会
）

　

市
庁
舎
前
の
国
道
14
号
で
は
、

最
近
も
交
通
事
故
が
起
こ
っ
て

い
る
。
そ
の
安
全
対
策
と
し
て
、

北
八
幡
郵
便
局
前
に
信
号
機
を

設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。
ま
た
、
八
幡
神
社
前
の
八

幡
第
３
号
踏
み
切
り
は
、
交
通

量
は
多
い
が
、
歩
道
部
分
が
狭

く
危
険
で
あ
る
。
市
は
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
。

北
八
幡
郵
便
局
前
に
信
号
機
設
置
を

警
察
と
共
同
で
現
地
診
断
を
実
施

市庁舎周辺の交通安全対策

答
　

北
八
幡
郵
便
局
前
の
信
号

機
設
置
に
つ
い
て
は
、
警
察
等

と
共
同
で
現
地
診
断
を
実
施
し

た
。
市
と
し
て
も
信
号
機
設
置

の
要
望
を
市
川
警
察
署
に
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
働
き
掛
け
て

い
く
。
ま
た
、
八
幡
第
３
号
踏

み
切
り
は
、
歩
行
者
保
護
の
観

点
か
ら
、
踏
み
切
り
内
の
歩
道

部
分
の
拡
幅
を
含
め
て
、
京
成

電
鉄
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

増
田
三
郎
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

本
市
で
は
、
自
転
車
事
故
が

全
交
通
事
故
件
数
の
40
％
以
上

を
占
め
、
県
下
で
最
も
高
い
率

と
な
っ
て
い
る
。
小
学
生
が
高

齢
者
に
衝
突
し
た
悲
惨
な
死
亡

事
故
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
自
転

車
運
転
者
の
意
識
改
革
の
た
め

に
、
自
転
車
マ
ナ
ー
条
例
を
制

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

自
転
車
事
故
の
減
少
に
は

自
転
車
マ
ナ
ー
条
例
で
意
識
改
革
を

制
定
に
向
け
様
々
な
意
見
聞
き
た
い

自転車事故の防止

幼
児
や
児
童
へ
の
交
通
安
全
教

育
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の
安

全
利
用
や
自
転
車
運
転
マ
ナ
ー

の
向
上
と
い
っ
た
環
境
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
方
法
の

一
つ
と
し
て
、
自
転
車
マ
ナ
ー

条
例
を
制
定
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
市
民

や
学
識
経
験
者
な
ど
、
様
々
な

立
場
か
ら
の
意
見
を
聞
い
て
い

き
た
い
。

大
川
正
博
議
員
（
公
明
党
）

　

交
通
安
全
対
策
の
た
め
、
東

西
線
行
徳
駅
前
通
り
か
ら
バ
イ

パ
ス
（
主
要
地
方
道
市
川
浦
安

線
）
を
右
折
す
る
た
め
の
信
号

機
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
事
を

過
去
３
回
質
問
し
た
。
し
か
し
、

進
展
が
な
い
ま
ま
、
歩
行
者
と

車
両
と
の
事
故
が
発
生
し
、
県

の
安
全
対
策
の
対
応
の
遅
さ
に

怒
り
を
感
じ
る
。
県
と
の
協
議

バ
イ
パ
ス
に
右
折
信
号
機
設
置
必
要

県
と
県
警
察
本
部
で
協
議
を
行
っ
て
い
る

行徳駅前通り

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

平
成
19
年
９
月
、
当
該
個

所
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、
現
在
、
県
と
県
警
察

本
部
と
で
、
交
差
点
の
改
良
と

右
折
信
号
機
設
置
に
向
け
た
協

議
を
行
っ
て
お
り
、
21
年
６
月

に
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
を
伴
う

車
道
拡
幅
工
事
を
予
定
し
て
い

る
と
聞
く
。
今
後
も
実
現
に
向

け
て
県
に
要
望
し
て
い
く
。

松
葉
雅
浩
議
員
（
公
明
党
）

　

北
総
線
北
国
分
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
何
度
か
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
て
い
る
。
同
駅
に
は
３

基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
の
補
助
額
と

平
成
21
年
度
予
算
へ
の
計
上
に

つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
市
川
市

民
の
利
用
者
も
多
い
矢
切
駅
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
必
要
だ
が

21  
年
度
の
予
算
化
は
調
整
中

北国分駅のバリアフリー化

答
　

駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
、
順
次
、
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
る
。
北
国
分
駅
に
つ

い
て
は
、
北
総
鉄
道
と
協
議
を

進
め
て
お
り
、
現
時
点
で
の
市

か
ら
の
補
助
額
は
約
４
１
７
５

万
円
と
な
る
が
、
21
年
度
の
予

算
化
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
あ

る
。
矢
切
駅
に
つ
い
て
は
、
市

川
市
民
の
要
望
と
し
て
、
松
戸

市
に
伝
え
る
。

行
徳
駅
前
通
り
交
差
点

道 路 ・ 交 通

荒
木
詩
郎
議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

治
安
確
保
の
た
め
に
は
、
市

内
に
約
２
万
４
千
本
あ
る
と
い

わ
れ
る
防
犯
灯
の
更
な
る
普
及

と
維
持
管
理
が
重
要
課
題
で
あ

る
。
防
犯
灯
の
新
設
、
建
て
替

え
に
際
し
、
市
は
自
治
会
に
設

置
費
用
の
９
割
を
補
助
し
て
い

る
が
、
補
助
金
は
工
事
終
了
後

に
交
付
さ
れ
る
。
工
事
開
始
前

に
補
助
金
を
交
付
で
き
な
い
か
。

答
　

防
犯
灯
へ
の
要
望
や
苦
情

が
あ
れ
ば
調
査
し
、
設
置
基
準

に
照
ら
し
、
新
た
に
設
置
す
る

か
ど
う
か
を
自
治
会
長
に
連
絡

を
し
て
い
る
。
自
治
会
が
費
用

全
額
を
事
前
に
支
払
う
こ
と
が

困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

工
事
前
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
よ
う
、
防
犯
灯
設
置
の
規
則

を
改
正
し
、
資
金
面
で
支
障
の

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

自治会の防犯灯設置
工事開始前に補助金交付を

資金面で支障ないよう規則改正

防 災 ・ 防 犯


